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研究成果の概要（和文）：中国福建省、台湾、西南日本におけるHTLV-1関連疾患の国際共同研究を行った。日本
人研究者らが中国、台湾に赴き、現地の研究者や臨床家に教育講演等を行い、HTLV-1感染診断、HTLV-1関連疾患
診断のための指導を行った。中国研究者とともに中国で初めてのHAM患者を発見し報告した。中国人15例、台湾
人26例、日本人211例のHTLV-1の全ゲノム配列を決定し、HTLV-1サブタイプの解析を行い、大陸横断亜型および
日本亜型の比率はそれぞれ73%/27%、58%/42%、18%/82%であった。中国にもHAMが存在し、HTLV-1日本亜型が一定
の割合で存在することが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：We conducted international joint research on HTLV-1-associated diseases in 
Fujian province in China, Taiwan, and southwest Japan. Japanese researchers visited China and Taiwan
 to give lectures to local researchers and clinicians and provided guidance for the diagnosis of 
HTLV-1 infection and HTLV-1-associated diseases. We found and reported the first HAM patient in 
China with Chinese researchers.We investigated the HTLV-1 subtype by analyzing the whole genome 
sequence of HTLV-1 in 15 Chinese, 26 Taiwanese, and 211 Japanese. The ratios of transcontinental 
subtype and Japanese subtype were 73%/27%, 58%/42%, and 18%/82%, respectively.It has become clear 
that HAM patients also exist in China and that HTLV-1 Japanese subtype exists at a certain rate in 
China.

研究分野： ウイルス疫学

キーワード： HTLV-1　HAM　China　Taiwan　Japan　HTLV-1 subtype
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
中国福建省にHTLV-1高感染地区あることが明らかとなった。中国で初めてのHAM患者を発見し、HTLV-1感染率が
低い中国においても痙性脊髄麻痺患者においては抗HTLV-1抗体検査を行う必要性を指摘した。HTLV-1遺伝子の解
析により、HTLV-1日本亜型が日本で82％、台湾で42％、福建省で27％存在することが明らかとなった。このこと
より、古代日本人の一部が西日本から海路によって南方に移動した可能性、または古代に中国東海岸に到達した
人類の一部にHTLV-1が感染していた可能性が考えられた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
日本は世界有数の HTLV-1 高浸淫地域であるにもかかわらず、周辺地域においては台湾や極

東ロシアの一部で報告があるものの、韓国や中国での HTLV-1 感染はほとんど無いとされてい
た。しかし、台湾に属し、中国福建省に接する金門島の住民ベースの疫学調査で、HTLV-1 抗
体陽性率は 0.82-1.72%と比較的高値で、陽性者はいずれも中国本土にルーツを持つ住民で、台
湾では大陸横断亜群が多数を占めるものの 28％は日本亜群も混在していることが報告されて
いる。このことから中国沿岸部、特に福建省沿岸地域は中国で最も HTLV-1 感染が多いと推定
され、人口の多さから世界でも有数の HTLV-1 浸淫地域であることが窺われる。しかし、HTLV-1
抗体陽性率の報告は 0.06%～2.1%と大きな開きがあり、特に ATL や HAM などの HTLV-1 関連
疾患の報告はほとんどなく、またウイルス亜群の実態は明らかでない。 
 
２．研究の目的 
南九州は先進国では唯一 HTLV-1 高浸淫地域で、ウイルスにより引き起こされる成人 T 細胞

白血病（ATL）や HTLV-1 関連脊髄症（HAM）が多発している。一方、中国での HTLV-1 感染
は福建省に限定され、その人口の多さから世界でも有数の HTLV-1 浸淫地域であることが推定
されるが、その実態は明らかでない。本研究では HTLV-1 研究や ATL や HAM の診療に精通し
た鹿児島大学の専門家と福建省沿岸地域の診療と医学研究の中心である厦門大学医学院と福健
医科大学の血液内科、神経内科、臨床検査科との共同研究体制を継続し、福建省沿岸部におけ
る HTLV-1 関連疾患の実態を明らかにすることである。また、台湾の中核病院と共同研究体制
を構築し同様の研究を平行して進める。さらに HTLV-1 遺伝子の系統発生解析情報の空白地帯
である中国および台湾でのウイルス亜群を明らかにし、古代東アジアにおける古代人の移動交
流に関する考古学的情報を提供する。 
 
３．研究の方法 
本研究は中国福建省の厦門大学病理学の邢惠琴教授を代表とする厦門大学および福健医科大

学の神経内科、血液内科、検査科合同の中国側研究組織との共同研究体制を継続して行う。福
健省寧徳市が HTLV-1 浸淫地域であることがわかったため、厦門大学との連携下において寧徳
市の中核病院と共同研究体制を構築し HTLV-1 感染、HTLV-1 関連疾患についてのセミナーを
開催し、正確な知識と診断手技を指導することにより、HTLV-1 関連疾患の確定診断ができる
体制を確立する。また、台湾の大学研究者とも共同研究体制を整える。HTLV-1 抗体陽性者の
末梢血単核球より HTLV-1 プロウイルスゲノムを抽出し、HTLV-1 の全ゲノム配列を次世代シー
クエンサーで解析しサブタイプを検討することにより、中国沿岸部、台湾および日本の HTLV-1
亜群を明らかにする。 
 
４．研究成果 
中国福建省、台湾、西南日本における HTLV-1 関連疾患の国際共同研究を行った。日本人研

究者らが中国、台湾に赴き、現地の研究者や臨床家に教育講演等を行い、HTLV-1 感染診断、
HTLV-1 関連疾患診断のための指導を行った。中国研究者とともに中国で初めての HAM 患者を
発見し報告した。中国人 15 例、台湾人 26 例、日本人 211 例の HTLV-1 の全ゲノム配列を決定
し、HTLV-1 サブタイプの解析を行った。大陸横断亜型および日本亜型の比率はそれぞれ
73%/27%、58%/42%、18%/82%であった。中国にも HAM が存在し、HTLV-1 日本亜型が一定の
割合で存在することが明らかとなった。 
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